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学校評価結果報告

徳島県立川島高等学校

♦ はじめに ♦

本校では平成２７年度当初に作成しました「学校評価計画」に基づき , 教育活動を進めてまいりましたが , このたび , その評価結果をまとめましたのでご報告いたします。

評価にあたりましては , １月に実施した「学校評価アンケート」などを通じ , 多くの貴重なご意見・ご感想をお寄せいただき , 誠にありがとうございました。アンケート結果は３

月にとりまとめ , 全教職員で検討し , 関係者評価委員会を経て , 教育活動の課題などを明らかにし , 平成２８年度の学校運営 , 教育方針 , 重点課題の設定などに活用させていただいてお

ります。

今後とも , こうした学校評価結果を踏まえ , 教育活動の充実・発展に努めてまいりますので , 引き続きご理解とご協力くださいますようお願いいたします。

平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度

学校評価総括表学校評価総括表学校評価総括表学校評価総括表



２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（１）２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（１）２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（１）２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((1) 中高一貫教育を活か) 中高一貫教育を活か) 中高一貫教育を活か) 中高一貫教育を活か 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○教育課程やクラス ○中高一貫教育校とし

した系統的な指導体した系統的な指導体した系統的な指導体した系統的な指導体 編成・講座編成に て１０年が過ぎ，概

制の確立制の確立制の確立制の確立 ①学校運営面での中高連 ①・中高一貫教育推進委員会を定 ①・中高一貫教育推進委員会は年間７回実施した。 〈評定〉 ついて中高合同の ね良好な中高一貫教

携の促進に努め，異 期的に開催する。 教科会及び中高一 育ができていると考

年齢集団における社 ・「中高一貫教育を活かした教育 ・中高一貫教育を活かした教育活動が行われてい 貫教育推進委員会 えている。しかし，

会性の育成を進める。 活動が行われている。」と思う ると思う教員は 86.5 ％（前年比 9 ポイント増) ＢＢＢＢ で４回検討したこ 現状に満足するので

教員の割合は，80 ％以上をめ であった。しかし，保護者は 75.7 ％(前年比 1.1 とが成果を上げて はなく，これまでの

ざす。 ポイント減)であった。 いることは高く評 教育活動に関する検

・「併設型中高での学校生活は意 ・学校生活への６年次生の満足度は高入生 72.8 ％ 価できる。スペシ 証結果を十分に検討

義がある」の６年次生の割合 70 中入生 81.8 ％であった。 〈所見〉 ャルアプローチを し，学習指導・進路

％以上をめざす。 本年度第５期生の 是非続けて欲し 指導・特別活動等の

②６年間の計画的・継 ②・平成 28 年度の教育課程を中高 ②・平成 28 年度教育課程やクラス編成・講座編成に 卒業前に行った中高 い。 各領域で更なる充実

続的な教育の研究を 連携の下に年２回以上検討す ついて中高合同の教科会及び中高一貫教育推進 一貫教育アンケート をめざして課題改善

進め，中高の一貫性 る。 委員会で４回検討した。 により，数学の先取 ○中高一貫教育校と に取り組むことが必

を促進する。 ・中高相互の授業見学を実施し ・１学期は６月第１週限定で例年の中高相互の授 り学習・学校生活・ して１０年が経過 要である。

中高合同の教科会を適宜開き 業見学を実施した。また，２・３学期は「言語 学習内容・進路指導 した。中３生への

検討する。 活動の充実に関する実践研究」における研究授 ・学校行事などにつ スペシャルアプロ ○授業の改善に向け，

業や公開授業をとおし，高校において各教科会 いて一定の満足度と ーチは大変効果が 中高相互の授業見学

を４回以上実施し，必要に応じて中高合同の教 評価を得てほぼ達成 あると思う。ホワ や研究授業，また，

科会も実施した。 できていた。 イトボードを使っ 中高合同の教科会の

た，数学の先取り 機会を増やし，その

活動計画 活動計画の実施状況 県立川島中学３年 学習であるアクテ 中で，中高の強みを

次生全員が参加する ィブラーニング 生かしたアクティブ

①・中高一貫教育推進委員会にお ①・平成 27 年の１月に６年次生を対象とした中高一 中学生体験入学や， は，中高一貫教育 ラーニングに引き続

いて，６年次対象に実施した 貫教育アンケート結果を参考に，中高一貫教育 中学３年次生を対象 として素晴らしい き取り組んで行くこ

本校における６年間の学校生 推進委員会で今後の中高の学習指導や交流等の とした高校教員が行 取組である。継続 とが今後の課題であ

活についてのアンケート結果 在り方について協議した。また，本年度も昨年 う中高を接続するた してやっていただ る。

の課題・改善点について検討 度に引き続き県立川島中学校募集説明会におけ めの授業であるＳＡ きたい。

する。また，７月の中高一貫 る保護者アンケートや県立川島中学校２年次生 （スペシャルアプロ

教育説明会，１０月実施の県 対象高校説明会における保護者アンケートを実 ーチ）をとおして， ○中入生について，

立川島中学校２年生対象説明 施し，その結果を参考に中高一貫教育推進委員 中高一貫教育の一層 数学の先取り学習

会の資料内容を検討する。 会で説明内容等について検討した。 の充実を図ることが を生かすために希

できた。また，今年 望者は全員一貫ク

②・平成 28 年度の教育課程を教育 ②・平成 28 年度教育課程については，４月に教科会 度は特設ＳＡとして ラスとすればいい

課程委員会及び中高一貫教育 及び教育課程検討委員会，５月に中高一貫教育 高校の生徒が中学生 のではないか。理

推進委員会を通して検討し編 推進委員会を開催して検討し，職員会議での審 に学習を教えるアク 想は６年間一貫教

成する。 議を経て決定した。 ティブラーニングを 育と思います。

・中高相互の授業見学，研究授 ・中高相互の授業見学及び合同協議を６月に実施 取り入れた試みも実

業に対する合同協議や中高合 し，教育内容や教育方法における中高の連携を 施し成果をあげた。 ○中高一貫校として

同の教科会において，授業方 踏まえた確認や検討を行った。さらに９月及び の魅力の向上に努

法等について検証し，授業の ２月に，授業評価アンケートの結果を受けて， 平成 28 年度の教育 め，入学希望者の

工夫改善を図る。 教科会（必要に応じて中高）を実施し，授業内 課程については委員 増加につなげて欲

・今年度実施の授業展開や学力 容や進度についての検討や共通理解を図った。 会等で十分な検討を しい。

確認テストによる４年次生の また，今年度は特に「言語活動の充実に関する 加えることができ，

クラス編成の検証をする。 実践研究」についても協議した。 進学や就職に向け，

・授業展開の検証や４年次生のクラス編成につい 全体的な向上を図る

ては，中高一貫教育推進委員会や２月実施の中 ことのできる教育課

高の教科会にて，各教科の立場で検討した。 程が編成できた。



平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（２）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（２）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（２）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((2) 確かな学力の充実と) 確かな学力の充実と) 確かな学力の充実と) 確かな学力の充実と 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○「朝の学習」が単な ○学力向上や実践的な

指導力の向上指導力の向上指導力の向上指導力の向上 る課題やドリル学習 学力の育成には，主

①個別面談の充実や， ①・「三者面談や個別面談は進路選択 ①・三者面談や個人面談に対する生徒の満足度 〈評定〉 にとどまらず，４・ 体的な学習者の養成

朝の学習，家庭学習 などに役立っている。」と思う生 は 78.1 ％（前年比 0.6 ポイント減）であっ ５年次生では英語検 が急務となる。その

など自主学習の促進 徒の割合は，75 ％以上をめざす。 た。 検，漢字検定という ためには家庭学習や

に努める。 ・「朝の学習により，学習の習慣が ・朝の学習に対する生徒の満足度は 41.4 ％ ＢＢＢＢ 具体的な目標を持た 自学自習の習慣づけ

身についた。」と思う生徒の割合 （前年比 3.2 ポイント減）であった。 せることは良いこと が必要である。今以

は，50 ％以上をめざす。 ・平日の家庭学習時間は４年次生は 1 時間 9 と思う。５年次は中 上に面談を増やし具

・家庭学習時間を，前年度から 10 分，５年次生は 1 時間 9 分，６年次生は 2 だるみになりやすい 体的な課題を与える

分以上増加させる。 時間 6 分（前年比４年次生は増減なし，５ 〈所見〉 ので，個別面談を重 必要があろう。まず

・漢字検定，英語検定準２級以上 年次生は 6 分減，６年次生は 16 分増）であ 三者面談や個人面談 視して欲しい。 は机に向かったり本

の合格者数は，それぞれ 25 人以 った。 を予定どおり実施で を読む習慣を身につ

上をめざす。 ・漢字検定の準２級以上の合格者は 30 人，英 きた。肯定的意見が ○英語検定で準１級取 けることから始める

・読書の推進に努め，年間読書冊 語検定の準２級以上の合格者は 42 人(準１ 生徒 78.1 ％，保護者 得者がいることはす ことが大事である。

数は，一人 7 冊以上，貸出冊数 級 1．２級 8．準２級 33 人）であった。 83.9 ％ となっ た。 し ごい。漢字検定を実

は，前年度から 10 ％増をめざす。 ・図書貸出冊数 2375 冊（２月末）は前年より かし，朝の学習の満 施している学校は少 ○「朝の学習の時間」

・総合的な学習の時間の在り方や 351 冊減，1 人あたり 5.02 冊（前年より 0.68 足度の減少，家庭学 ないと思う。漢字離 は，４・５年次生は

運営方法について，年３回以上 冊減）であった。 習時間の５年次生の れが進んでいるから 語検定，漢字検定と

検討し，その改善・充実を図る。 減少が残念である。 こそ必要と思う。質 いう具体的な目標に

②学力向上を図る研修 ②・生徒の授業に対する満足度は， ②・授業に対する生徒の満足度は 78.6 ％（前年 問学習と補充学習の 向かって学習を進め

の充実や，授業の創 75 ％以上をめざす。 比 3.8 ポイント減）であった。 生徒の授業に対す 工夫改善で生徒の学 る時間として，また，

意工夫に努める。 ・習熟度別学習や少人数学習に対する生徒の る満足度は目標の 75 びが積極的になった 一日の学習を落ち着

満足度は 72.8 ％（前年比 1.8 ポイント増） ％以上を達成できて ことは，先生方の手 いてスタートさせる

であった。 いるが，前年比 3.8 ポ 間暇かけた努力のた という目的で行われ

イント減であった。 まものと思う。 ている。その効果を

活動計画 活動計画の実施状況 評価目標を達成して 肯定する教員が 67.5
はいるが，より一層 ○アクティブラーニン ％（前年比 12.5 ポイ

①・生徒との常時面談を心がける。 ①・個人面談は４月と６月，及び１０月の科目 の指導力の向上に努 グは今後も継続して ント増）になった。

・朝の学習の時間を毎日 10 分間設 登録時を含め３回以上実施できた。また， め，授業の改善の必 欲しい。 ３年連続で 50 ％を上

定し，本校独自の「朝の学習ノ 保護者面談は５月のＰＴＡ総会，７月の三 要がある。 回り，一定の評価を

ート」で自学自習を行わせる。 者面談，１０月の年次ＰＴＡなどで実施で ○きめ細かな指導によ 得られている。取組

４・５年生は漢字検定及び英語 きた。 習熟度別学習や少 り，学習の習慣を身 への意識を年次団で

検定合格を目標とした学習を行 ・朝の学習は全校集会など特別な場合を除き 人数学習に対する満 につけるよう積極的 共有できれば効果が

う。６年生は各自の進路目標達 毎日実施できた。４・５年次生は，月・水 足度は前年比 1.8 ポイ な指導をお願いしま より一層上がるので

成のための学習を行う。 曜日は国語，火・木曜日は英語を自学自習 ント増加した。より す。 はなかろうか。

・朝の学習ノートに前日の生活記 し，金曜日には国語・英語の小テストを隔 いっそうの改善と努

録を記入し，生徒に自己反省を 週に実施した。６年次生は生徒の進路希望 力を続けたい。 ○アクティブラーニン

促すことで，規則正しい生活習 に沿った内容をホームルーム単位で実施し グを取り入れた「学

慣と学習習慣を身につけさせる。 た。 力向上実行プラン」

・宿題・週末課題の提出を義務づ ・朝の学習ノートは，毎日の生活記録，学習 の実践活動を年次や

ける。 内容を担任がチェックした。 各教科会において緻

・家庭学習時間調査を毎月行う。 ・宿題・週末課題は，提出させて教科担任が 密な検証を進め，よ

・読書ノートを活用させたり，校 チェックした。 り一層の実践の継続

内読書会やクラス読書会を開催 ・家庭学習時間調査は，毎月実施し集計結果 が 今 後 の 課 題 で あ

し，読書の啓発を行う。 を職員会議で報告した。 る。

・読書については，季節ごとにテーマを設定

②・学力向上検討委員会と連携し， し，紹介本の情報を掲示したり，図書委員

国・数・英・理・歴・公におけ のおすすめ本の紹介を校内読書会で実施す

る学力・学習状況についての目 るなど啓発に努めた。

標・方策を設定し，学習支援体 ②・今年度の「学力向上実行プラン」は，「言

制の改善に努める。 語活動の充実に関する実践研究」を受け，

アクティブラーニングを積極的に取り入れ

活発な学習活動が展開できた。



平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（３）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（３）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（３）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((3) 生徒の能力・適性に) 生徒の能力・適性に) 生徒の能力・適性に) 生徒の能力・適性に 評価指標 評価指標の達成度 評価指標の達成度 ○補習，実力テスト， ○進路指導や個別面談

応じた進路の実現応じた進路の実現応じた進路の実現応じた進路の実現 模試等に対する保護 に対して保護者の満

①進路指導プログラム ①・補習，実力テスト，模試等に積 ①・補習，実力テスト，模試等に対して積極的 〈評定〉 者の満足度が 90 ％を 足度はほぼ目標数値

の改善・充実を図り， 極的に取り組む生徒の割合は， に取り組んでいる生徒は 66.6 ％（前年比 1.4 越えていることは， を達成できた。一方，

進路達成意欲を高め 75 ％以上をめざし，保護者の満 ポイント増），保護者の満足度は 91.5 ％（前 学校と保護者の信頼 生徒の補習等への取

る。 足度は，80 ％以上をめざす。 年比 5.2 ポイント減）であった。 ＢＢＢＢ 関係が築けているこ り組みや進路意識を

・進路意識を高める行事や講座に ・進路意識を高める行事や講座に対する満足 とを示しており，高 高めるための行事等

対する満足度は，生徒・保護者 度については，生徒は 74.5 ％（前年比 3.2 く評価できる。小論 の満足度は評価指標

ともに 75 ％以上をめざす。 ポイント増），保護者は 78.4 ％（前年比 6.5 文指導で，模試をや の目標に達していな

ポイント増）であった。 〈所見〉 るだけでなく個別指 い。評価指標の目標

補習，実力テスト， 導を行うことは効果 値の検討も必要であ

②三者面談・年次ＰＴ ②・個別面談に対する保護者の満足 ②・個別面談に対する保護者の満足度は 83.9 ％ 模試等に対して積極 的である。 る。

Ａなどにより保護者 度は，85 ％以上をめざす。 （前年比 1.8 ポイント増）であった。 的に取組む生徒が３

との連携強化に努め ・進路指導に対する保護者の満足 ・進路指導に対する保護者の満足度は，76.0 年連続して増加した。 ○サタデーサポートや ○ＰＴＡ総会や年次Ｐ

る。 度は，75 ％以上をめざす。 ％（前年比 0.2 ポイント減）であった。 サマーチャレンジは ＴＡの参加率を高め

進路意識を高める 大変手間暇かかるこ 教育活動や進路指導

行事や講座に対する とだがやりきってい 等に対する保護者の

満足度が増加した。 ることは大変評価で 理解促進の機会を確

特にホワイトボード きる。やる気を起こ 保するため，夕刻を

を用いて小論文講演 すための先生方の意 利用した年次ＰＴＡ

会を実施したことは 欲を感じる。これも を準備することも検

活動計画 活動計画の実施状況 生徒と教員におおむ 継続してやっていた 討したい。

ね好評であった。 だきたい。

①・進路達成のために補習，実力テ ①・補習，実力テスト，模試を計画通り実施し ○進路達成に関して，

スト，模試を計画的に実施する た。 個別面談に対する ○年次ＰＴＡの機会を 評価指標に成果主義

だけでなく，「朝学」「総合的な ・「サタデーサポート（土曜日補習）」，「代ゼ 保護者の満足度は 83.9 もっと増やして欲し 的なものも取り入れ

学習の時間」「土曜日補習」「サ ミサテライン（ＤＶＤ視聴）」，「サマーチ ％，進路指導に対す い。 てはどうかという意

テライン授業」など様々な学習 ャレンジ（学習合宿）」の学習支援策を定 る保護者の満足度は 見があり検討を要す

支援を行い，学力や小論文力養 着させた。 76.0 ％ であり ほぼ 目 ○進路意識を高める行 る。ただし，最終進

成を図る。 ・４年次生の「キャリアレクチャー」，５年 標の数値に達した。 事を積極的に実施し 路状況の把握が３月

・４年生に対し「職業人講演会」， 次生の「アカデミックレクチャー」，６年 ており，早めの目標 末になることで評価

５年生に対し「アカデミックレ 次生の「進路ガイダンス」を予定通り実施 設定のために，今後 は前年度のものにな

クチャー」，６年生に対し「進路 した。 もどんどんやって欲 ること，希望進路を

ガイダンス」を実施する。 ・小論文模試を各年次ともに１回ずつ実施し しい。 高く持たせると満足

・小論文講演会，進路講演会，進 た。入試小論文指導は個別指導で行った。 度が高いことがよい

学座談会を各１回以上実施する。 ・小論文講演会を各年次ともに１回ずつ実施 評価にはならないこ

・先進校視察や授業力養成講座に 5 した。進路講演会は各年次１～３回実施し となどから現状では

名以上の教員を派遣し指導力向 た。進学座談会も実施できた。 評価指標に盛り込む

上を図る。 のは難しいのではな

いか。

②・夏季休業中，冬季休業中，大学 ②・夏季休業中は生徒全員を対象に，また三者

入試センター試験後などに，三 面談は冬季休業中及び大学入試出願前など ○ＰＴＡ大学視察に関

者面談を実施する。 に随時実施し，保護者との連携強化に努め しては，参加者２０

た。 名程度で実施できた

・年次ＰＴＡを年２回（５･１０月） ・ＰＴＡ総会や年次ＰＴＡにおいてクラス懇 が，より多くの人数

実施し，保護者面談や保護者対 談及び保護者面談を実施した。１０月の年 の参加者で実施でき

象の進路講演会を実施する。 次ＰＴＡでは保護者対象の進路講演会も実 るよう継続していき

施した。 たい。

・ＰＴＡ大学視察を年１回実施す ・ＰＴＡ大学視察として，８月に兵庫県立大

る。 学，姫路獨協大学の視察を実施した。



平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（４）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（４）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（４）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((4)基本的生活習慣)基本的生活習慣)基本的生活習慣)基本的生活習慣 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○ ｢携帯電話校内使用 ○授業を受ける態度

の確立を図る生の確立を図る生の確立を図る生の確立を図る生 禁止｣が校則として 指導，身だしなみ

徒指導の徹底徒指導の徹底徒指導の徹底徒指導の徹底 ①生徒一人一人 ①・全校集会，指導週間を月１回 ①・年間で全校集会を６回，指導週間を１１回実施した。 〈評定〉 守られていることは， 指導，遅刻指導等

の自覚を促し， 実施し，生徒指導の充実に努 ・基本的生活習慣，社会のルールやマナーの大切さを自覚させ 素晴らしい指導実績 について，正副担

基本的生活習 める。 る指導に関する肯定的意見は，生徒は 92.１％，保護者は 86.8 だと思う。学校が保 任や各年次団，生

慣を身につけ ・学校評価アンケートにおける， ％，教職員は 89.1 ％であった。始業チャイムを守る等前向き

ＢＢＢＢ
護者からの連絡や相 徒課の役割を明確

させる。 生徒の達成度は，80 ％以上を な態度で授業に取り組んでいることに関する肯定的意見は， 談に迅速かつ丁寧に にし，効果的な指

めざす。 生徒は 87.9 ％，教職員は 94.6 ％であった。子どもは校則やき 対応することを，保 導を継続して行う

まりを守り前向きな態度で学校生活を送っていることに関す 護者が高く評価して 必要がある。

る保護者の肯定的意見は 96.9 ％であった。服装・頭髪等高校 〈所見〉 いることは素晴らし

生らしい身だしなみを心がけて生活しているか（適切な指導 ９割近くの生徒は い。 ○教育相談体制の充

が行われているか）に関する肯定的意見は，生徒は 93.8 ％， 基本的生活習慣，社 実を図り，保護者

保護者は 95.7 ％，教職員は 91.9 ％であった。 会のルールの大切さ ○地域住民の声として， との連携のもとで

を自覚し生活するこ 生徒の挨拶がよくで 関係する複数の教

②あらゆる教育 ②・学校評価アンケートにおける， ②・学校には悩み等を相談できる教員や友達がいるかに関する生 とができている。し きているように感じ 員が関わり状況に

活動をとおし 生徒指導に関する生徒・教職 徒の肯定意見は 79.1 ％であった。学校は，保護者からの連絡 かし，一部の生徒に る。部活動をしてい 応じて粘り強く個

て，きめ細や 員の達成度は，80 ％以上をめ や相談に迅速かつ丁寧に対応することに関する保護者の肯定 おいて自分勝手な行 る生徒がいつも大き 別指導を継続し，

かな生徒指導 ざす。 的意見は 82.7 ％であった。教員の共通理解のもと適切できめ 動が見られる場面も な声で挨拶をしてく 支援する必要があ

を行い，いじ 細やかな生徒指導に関する肯定的意見は，保護者は 79.6 ％， あった。 れるかも知れないが， る。そのためには，

め防止等の取 教職員は 89.2 ％であった。適切な保健・安全教育が行われ健 住民をさわやかで心 生徒課と保健相談

組に努める。 康で安全な生活を心がけているかに関する肯定的意見は，生 服装頭髪等の継続 地よくしてくれ，て 課の連携等各課の

徒は 91.3 ％，保護者は 92.4 ％，教職員は 91.9 ％であった。 的指導を要する生徒 いる事に感謝したい。 協力体制づくりが

は一部に限られ，９ 重要である。

活動計画 活動計画の実施状況 割強の生徒は身だし ○携帯電話・スマホの

なみを心がけて生活 使い方について（Ｓ ○健康と安全の意識

①・ホームルーム活動，年次集会， ①・全校集会，年次集会，ホームルーム活動等を通して，生徒指 できており全体的に ＮＳ等），もっとプ の上に立って健康

全校集会，指導週間等の機会 導上の注意事項について生徒自身に考えさせ，事故や問題行 安定している。しか ライバシーの保護に 管理を自ら実践で

を活用し生徒の自覚を促し， 動の未然防止を図った。また，毎月２０日の「学校安全の日」 し，女子のスカート ついて徹底して教育 きるように日常的

指導の徹底を図る。また，登 にあわせて４日間の指導週間を設定し，登下校指導，服装・ 丈や，男子の柄物靴 して欲しい。 な指導が必要であ

下校指導，校内外巡視等を適 頭髪指導，遅刻指導，校内外巡視を実施した。生徒会役員に 下などの小さな違反 る。生徒個人の生

宜実施し，生徒の注意を喚起 よる朝の挨拶運動，交通委員による下校時の交通マナーアッ に対しては，継続し ○社会に出てからの基 活習慣を把握し適

することによって事故や問題 プの呼びかけ等，生徒による活動も積極的に実施した。 ての指導が必要であ 本的マナーを身につ 切な指導を継続し

行動の未然防止を図る。 る。 けれるよう積極的な ていきたい。

指導をお願いします。

②・授業態度，身だしなみや携帯 ②・「携帯電話校内使用禁止」の校則に基づいて，落ち着いて学 ８割近くの生徒が ○交通安全に対する

電話に関する指導等について 業に取り組める環境づくりに努めた。また，放課後の使用や 友達や先生等校内に 意識を高め，自転

共通理解し，指導の徹底を図 校外での使用についても，自覚を促し，ルールやマナーを守 悩み事を相談できる 車運転時のマナー

る。また，教職員間の情報交 りよく考えて行動させることによって，携帯電話に関連する 相手がおり，保護者 の向上，安全運転

換を密にし，個々の生徒の指 トラブルや犯罪の未然防止を図った。また，授業時の生徒の の８割以上からも迅 の徹底を図る必要

導について連携して取り組む。 態度や言動についての情報交換を密にし，継続的な指導を行 速で丁寧な相談体制 がある。

さらに，ホームルーム担任を った。 を評価されている。

中心に保護者との連絡を密に ・校外巡視等で関係機関との連携を深めることができた。

し，相談等に対応する。 ◇吉野川警察署交通係長を講師に招いて交通講話を実施した 適切な保健安全教

・長期休業中の校外巡視等，Ｐ (7/16)。◇様々な非行と犯罪(加害･被害)の防止を目的として 育が行われ高い評価

ＴＡや地域，青少年育成補導 徳島県警察本部から講師を招いて「命の大切さを学ぶ教室」 を受けている。生徒

センター，警察署等の協力の を実施した(12/21)。◇阿波吉野川警察署交通課に依頼し，阿 は健康安全について

もとで実施し，連携を深める。 波高校と合同の原付車安全運転講習会を実施した(7/15)。◇吉 高い意識を持つ一方

・交通講話，非行防止教室，交 野川警察署刑事生活安全課スクールサポーターを講師に招き， で，中には自己の健

通安全教室，薬物乱用防止教 ４年生に対して，薬物乱用防止教室を実施した(5/7)。 康管理が不十分な生

室（４年生対象），健康教育講 ・健康教育講演会の代わりに，健康の保持増進を図るため，生 徒が見受けられる。

演会（４年生対象）を年１回 活習慣改善プロジェクトを全学年で実施した。

以上実施する。 ・いつでも生徒が相談できるように相談活動日を設定し，教育

・カウンセリングの体制を充実 相談体制の充実を図るとともに悩みごとアンケートを実施し

させる。 早期対応を図った。



平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（５）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（５）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（５）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((5)人権尊重の精神)人権尊重の精神)人権尊重の精神)人権尊重の精神 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○現在の社会情勢 ○人権学習ホームル

の涵養を図る人の涵養を図る人の涵養を図る人の涵養を図る人 から益々人権教 ーム活動の主題設

権教育の推進権教育の推進権教育の推進権教育の推進 ①人権教育指導 ①・「人権学習ホームルーム活動の実施 ①・人権学習ホームルーム活動の実施回数と内容は適切であり， 〈評定〉 育の重要性が増 定や内容について

計画の改善と， 回数と内容は適切であり，人権教 人権教育は充実していると思う生徒の割合は，「そう思う」 しています。｢人 各年次の状況を考

“あわ”人権 育は充実している。」と思う生徒の （24.6 ％）と「ある程度そう思う」 (51.4 ％)を合わせると 76.0 ＢＢＢＢ 権の日｣の放送 慮し，より一層精

学習ハンドブ 割合は，85 ％以上をめざす。 ％（昨年比 4.3 ポイント減）となり評価指標を上回ることが が続いているこ 選する。

ックの活用を できなかった。 とは，とても大

図る。 〈所見〉 切で継続してい ○人権学習ホームル

②人権尊重の意 ②・「人権の大切さを学び，それを日常 ②・人権の大切さを学び，それを日常生活に活かそうとしている 人権学習ホームル ただきたい。 ーム活動の展開や

識を高めるた 生活に活かそうとしている。」と思 と思う生徒の割合は，「そう思う」(26.8 ％)と「ある程度そう ーム活動の中で“あ 鴨島支援学校と 資料等について，

め，創意溢れ う生徒の割合は，85 ％以上をめざ 思う」(55.9 ％)を合わせると 82.6 ％（昨年比 2.4 ポイント増） わ”人権学習ハンド の交流は歴史も 生徒の状況に合わ

る具体的な取 す。 であり評価指標を上回ることはできなかった。 ブックを活用し，多 あり意味も大き せたものを用いる

組の展開に努 ・「人権を大切にする教育活動が行 ・人権を大切にする教育活動が行われていると思う保護者の割 様なテーマを取り入 いと思う。 など，常に状況を

める。 われている。」と思う保護者の割合 合は，｢そう思う」(22.9 ％)と「ある程度そう思う」(65.2 ％) れるよう配慮し，年 把握し精選する。

は，85 ％以上をめざす。 と合わせると 88.1 ％（昨年比 5.4 ポイント増）となり評価指 次の状況に応じた内 ○鴨島支援学校と また，自己評価票

標を上回ることができた。 容の展開となった。 の交流を通じ の活用をさらに徹

鴨島支援学校との て，特に運動会 底し，反省点を生

活動計画 活動計画の実施状況 交流は，６月の鴨島 や学校祭への参 かせるよう努力す

支援学校の運動会， 加は人権意識の る。

①・人権学習ホームルーム活動におい ①・人権教育推進委員会で企画・立案した年間指導計画に沿って １１月の鴨島支援学 高揚を図ること

ては，各年次の状況，生活課題に 人権学習ホームルーム活動が展開できた。 校の学校祭で交流を ができたと思 ○人権学習ホームル

即した学習主題を設定し，できる ・主題設定には“あわ”人権学習ハンドブックを積極的に活用 行った。参加した生 う。ふれあい交 ーム活動に人権委

だけ多くの「個別的な視点」や「普 し，高校３年間を見据えできるだけ「個別的な視点」と「普 徒は和気あいあいと 流作品展もより 員のより積極的な

遍的な視点」を盛り込んだ授業を 遍的な視点」をバランスよく取り入れた。また，昨年度と同 競技の補助に務めて 効果的であった 参加を促す。

展開し，生徒参加型の授業展開も 様に「個別的な視点」の中でも特に「同和問題」に重点を置 いた。また，１０月 と思われる。笹

取り入れる。 き，各年次において必ず取り上げるように計画し実施した。 の「ふれあい交流作 岡育子さんのい ○「人権の日」の放

・設定した主題について，“あわ”人 ・人権学習ホームルーム活動の生徒の「自己評価票」により， 品展」には本校生徒 じめ体験からの 送では，引き続き

権学習ハンドブックの活用に努め 生徒の取り組みや感想が把握でき効果的に利用した。 の作品も展示し交流 講演会がとても 「個別的な視点」

る。 の輪を広めた。９月 好評であったよ や身近な人権につ

・授業展開・資料に関する年次検討 ②・「人権新聞」を各学期毎３回発行し，生徒の感想文等内容の の本校学校祭での交 うだ。真実の体 いて考え，様々な

会，事後研修に努めるとともに「自 充実を図り，家庭への良き情報発信となった。 流は日程の都合で実 験は心の琴線に テーマとなるよう

己評価票」の効果的な利用を図る。 ・鴨島支援学校運動会や学校祭に参加し交流を深めることで， 施できなかった。 響く。 内容を工夫する。

人権意識の高揚を図った。 昨年度から開始し

②・人権新聞の編集に人権委員を積極 ・笹岡郁子さんの「ひとりひとりが輝くために」と題した講演 笹岡郁子さんの講 ○携帯・スマホな た中学校への放送

的に活動させ，内容の充実を図り， 会では，笹岡さんご自身の，いじめに悩み苦しんだ体験から 演会は生徒・保護者 どによる人権侵 や今年度から開始

年３回発行する。 語られる熱いメッセージの１つ１つが生徒たちの心に深く刻 から好評であった。 害の恐れがある した中学生の放送

・鴨島支援学校との交流への積極的 み込まれた講演となった。特に「自分で限界を決めず，ＳＯ ため，対策のた 担当も継続させ，

な参加を促し，人権意識の高揚を Ｓを発信してほしい」「最高の友だちを見つけてほしい」とい 今年度で８年目で めの講習会を複 道徳的内容にも適

図る。 う言葉の重みを，多くの生徒がしっかりと受けとめることが ある「人権の日」の 数回実施して欲 宜触れながら，中

・講演会等の日程や内容については， できた。教職員や保護者が実践すべきことも伝えていただき， 放送は，朝の学習時 しい。 高連携を意識した

中学校や保護者等に配慮して検討 それぞれに多くの気づきを与えていただける充実した学校行 間を利用し各ホーム 内容を工夫する。

し充実させる。また，講演会や「人 事となった。また，毎月１０日の「人権の日」では年間を通 ルームの人権委員が ○学校生活の中 また，人権委員が

権の日」の放送及びホームルーム じて各ホームルームの人権委員による「人権の日」の放送を 意欲的に取り組み充 で，道徳心や相 主体的に活動でき

活動などでは，人権委員がリーダ 行い，人権委員会活動の活性化に繋がった。人権研究部の校 実していた。様々な 手の気持ちを理 るよう事前の指導

ーシップを発揮し，効果的に実施 内外の取り組みに加え，「道徳」に関する話題も取り上げ， 「個別的な視点」や 解できる心を身 を考慮する。

できるよう適切に指導し，人権委 生徒自身の人権意識や道徳に対する意識の向上に努めた。今 「道徳的内容」を取 につけれるよ

員会の活性化を図る。 年度より中学生にも放送を担当してもらい，中高連携で同じ りあげ「知る」こと う，今後も指導

・人権尊重の精神の日常化が図られ 人権課題について共に学ぶ機会とした。ホームルーム活動で の大切さや身近な人 をお願いしま

るよう，日頃の声かけ，呼びかけ は少しずつではあるが，司会進行として人権委員がリーダーシ 権について考えを深 す。

に努める。 ップを発揮する機会が増えてきた。 めることができた。



平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（６）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（６）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（６）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((6) 心身ともに健康な生) 心身ともに健康な生) 心身ともに健康な生) 心身ともに健康な生 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○６年間継続して取り ○学校行事のさらなる

徒を育てる特別活動徒を育てる特別活動徒を育てる特別活動徒を育てる特別活動 組む部活動の成果が， 活性化に努める。

の充実の充実の充実の充実 ①学校行事，生徒会活 ①・通学路の一斉清掃を月１回実施 ①・通学路の一斉清掃は，学期に１回程度しか 〈評定〉 全国大会出場など成

動等を通じて生徒の する。 実施できなかった。 果を出しつつあるこ ○生徒会役員会や各種

自主性の育成に努め ・川島中高祭など，学校行事への ・川島中高祭など学校行事に対する生徒の満 とは望ましい。生徒 委員会を開催し，ホ

る。 生徒の満足度を 80 ％以上にす 足度が，「そう思う」と「ある程度そう思 ＢＢＢＢ に強制するのではな ームルームや部活動

る。 う」をあわせて 70.4 ％（保護者は 85.9 ％） く，「生徒主体の自 における満足度・不

・「生徒にさせてみて，それを支援 と目標の 80.0 ％に届かなかった。学校行事 主的な活動を支援す 満足度などを検証し

する」場の創造と意識の共有化 の満足度を上げるためにも生徒にアンケー る」という評価指標 改善する。

を図る。 ト調査を実施し，生徒会を中心に話し合い 〈所見〉 が益々成果を上げて

を重ねていきたい。 初の文化祭公開で 欲しい。 ○生徒会活動がより積

・文化祭では生徒会を中心に，初の一般公開 学んだことを来年度 極的に行えるよう，

に向けて新しい取組ができるなど積極的な に活かし，より充実 ○学校行事に生徒や保 委員会の開催や行事

活動が見られた。 したものにしていき 護者が積極的に参加 内容の検討を図る。

たい。 し，学校が活性化し また，アンケート調

②ホームルーム活動や ②・部活動の入部率 85 ％以上をめ ②・部活動の入部率は 88.0 ％(男子 88.0 ％，女 ている様子がわかり 査を実施し，生徒の

部活動のより一層の ざす。 子 89.0 ％）であった。 部活動の入部率は ます。学校行事に生 意見を積極的に取り

活性化を図る。 ・部活動委員会を年３回開催する。 ・部活動委員会を年３回開催し，部活動の活 昨年とほぼ同じであ 徒・教師・保護者が あげるようにする。

性化等について話し合うことができた。 った。学校の活性化 積極的に参加し，成

のためにも，来年度 功させようと燃える ○生徒主体の活動が行

も 85 ％以上を目指 ことが愛校心や自尊 えるよう事前準備を

活動計画 活動計画の実施状況 したい。 感情を高めていく。 十分にする。

①・生徒会や部活動，ホームルーム ①・生徒会では役員を中心に，文化祭での巨大 ○特別活動を通じて普

が連携し，通学路の清掃を行う 製作，予餞会での思い出ビデオ製作，募金 ○部活動をもっと活発 段から将来について

など積極的に美化活動に取り組 活動，あいさつ運動など活発に行う事がで 化してはどうか。た 考えていけるようサ

む。 きた。通学路清掃については不十分であっ とえば，生徒の選択 ポートする。

た。 肢を増やし，他校と

・川島中高祭への積極的参加を促 ・学校行事において，生徒会を中心に学校行 の合同チームを結成

し，意識の高揚を図る。また， 事の内容を精選，変革する活動ができはじ する等可能性を探る

生徒がリーダーシップを発揮し， めている。 などが考えられる。

一体となって運営できるよう適 ○充実した活動を行っ

切な指導を行う。 ていると思います。

②・部活動への積極的な参加を促す。 ②・日頃の在校生の頑張りが，新入生部員の積

また，部員同士で十分に話し合 極的な入部につながった。高校１年生の入

いをさせ，年間活動方針を明確 部率は，88.0 ％（兼部者を含む）と高いも

にさせる。 のとなった。部活動に多くの生徒が参加し，

学校の活性化につなげることができた。

・部活動委員会を通して，部活動間 ・部活動委員会を通して，各部活動間で連携

で連携を深めるとともに，問題点 を深めると共に，問題点を話し合った。

を話し合う。



平成２７度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（７）平成２７度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（７）平成２７度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（７）平成２７度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((7) 環境教育及び国際理) 環境教育及び国際理) 環境教育及び国際理) 環境教育及び国際理 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○ＥｃｏＤｉａｒｙへ ○日直によるＥｃｏＤ

解教育の推進解教育の推進解教育の推進解教育の推進 の記入を徹底すると ｉａｒｙ（節電・節

①「新学校版環境ＩＳ ①・「『新 学校版環境ＩＳＯ』に取り ①・清掃活動や環境美化に積極的に取り組んで 〈評定〉 ともに，美化委員が 水・ゴミの分別の記

Ｏ」に取り組むなど 組み，清掃活動や環境美化に積 いると思う生徒の割合は 79.4 ％(前年比 5.3 節電・節水を呼びか 録表）への記入を徹

環境保全活動に努め 極的に取り組んでいる。」と思う ポイント増)であり，評価指標を上回った。 け，学校周辺の環境 底させることで，環

る。 生徒の割合は，70 ％以上をめざ ＡＡＡＡ 美化に美化委員や生 境 意 識 の 高 揚 を 図

す。 徒会以外にＰＴＡを る。

・「ゴミの分別・節電・節水等に努 ・ゴミの分別・節電・節水等に努めている 巻き込んでの取組は

めている。」と思う生徒の割合は， と思う生徒の割合は 84.5%(前年比 5.3 ポイ 良いことです。ただ， ○ゴミの分別とともに

70 ％以上をめざす。 ント増) であり，評価指標を達成すること 〈所見〉 海外語学研修に高校 古紙回収をさらに徹

ができた。 『新学校版環境Ｉ 生が少ないのは残念 底するよう指導す

・電気・水道の使用量については， ・電気・水道の使用量については，十分に達 ＳＯ』の認定を受け です。 る。

２％減をめざす。 成できた。 て４年目になるが，

美化委員会だけでな ○節電，節水，ゴミ分 ○「レッツ・クリーン」

②国際性を高めるため ②・県立川島中学校主催の海外語学 ②・８月にオーストラリアのパースでの海外語 く全校的な取り組み 別は具体的な目標が は来年度も保護者に

積極的に国際交流を 研修に高校生を２名以上参加さ 学研修に高校生１名（中学生１９名）が参 となるようゴミの分 必要である。学年対 も呼びかけ，地域と

図る。 せる。 加し，文化祭で研修の様子を中学校棟と高 別や節電・節水の徹 抗，学級対抗で良く も連携して環境美化

校棟の２カ所にパネルで展示発表した。ま 底を呼びかけるほか できた学年表彰，学 運動に取り組む。

た，１１月に「グローバル語り部」講演会 に，段ボールコンポ 級表彰があっても良

としてトンガで海外青年協力隊員として 3 ストによる生ゴミ処 い。国際理解教育は ○８月の語学研修でお

年間日本料理を教えていた河津邦宣さんを 理など家庭での取組 異文化を知り理解す 世話していただいた

講師として迎え，「幸せ」について話して を促すなど積極的な ることだけでなく日 パースウォルドフ・

いただいた。講演を聴いて世界に目を向け 取組が望まれる。 本の良さや川島高校 スクールの一行が次

ることができた。 の良さを海外に発信 年度は１０月に 2 泊

海外語学研修への することも良い。 3 日で本校訪問を予

活動計画 活動計画の実施状況 参加生徒は，文化祭 定している。今年度

でパネル展示し研修 ○中学校同様，海外語 オーストラリアの語

①・『新学校版環境ＩＳＯ』告知板 ①・『新学校版環境ＩＳＯ』告知版を設置し行 の様子や成果を発表 学研修等の機会を増 学研修参加生徒を中

を掲示し，活動内容の広報に努 動方針等諸活動の内容を紹介した。 した．また，研修参 やせないか。 心にホストファミリ

める。 ・電気や水道の使用量はグラフ掲示し，美化 加者のほとんどがパ ーとして受け入れ準

・日直に「節電・節水，ゴミ処理， 委員から節電・節水の協力を呼びかけた。 ースからの生徒のホ ○充実した活動を行っ 備を整え，本校とウ

緩急美化への取組」をＥｃｏ ・ゴミの分別や古紙回収を行い，ゴミの減量 ームステイを受け入 ていると思います。 ォルドフ・スクール

Ｄｉａｒｙに記録させ，意識の に全員で取り組んだ。 れ，授業体験で通訳 との絆をさらに深め

高揚を図る。 ・美化委員と生徒会に加えて，今年はＰＴＡ などを手伝って，本 たい。

・各クラスにゴミ箱を３種類設置 の参加も得て通学路や駅，学校周辺の環境 校生徒との交流を深 国際理解教育をさ

し，ゴミの分別の徹底を図る。 美化運動「レッツクリーン」を実施した。 め る こ と に 貢 献 し らに推進するため，

また，「古紙回収箱」を設置し， ・総合的な学習の時間等「環境といのち」を た。 保護者の理解と協力

ゴミの減量化を呼びかける。 テーマに各教科で幅広く学習した。 を得て，国際理解教

・委員会活動の一環として「レッ 育に関する各種行事

ツ・クリーン」環境美化活動へ や催しへの参加を促

の参加や『新学校版環境ＩＳＯ』 す。

の告知板作成等に取り組む。

・舎外一斉清掃を実施する。

・教科・科目・総合学習等，学習

活動を通じて環境教育を実施す

る。

②・海外語学研修についての説明を ②・学校説明会において海外語学研修の良さを

入学者説明会や学校説明会だけ アピールし，さらに日頃の授業においても

でなく，日頃の指導においても 語学研修の有意義さを説明した。

積極的に実施する。 本年度３月の入学者説明会においても説明

する予定である。



平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（８）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（８）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（８）平成２７年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

((((8) 開かれた学校づくり) 開かれた学校づくり) 開かれた学校づくり) 開かれた学校づくり 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○防災訓練については，○ホームページにつ

と安全教育の推進と安全教育の推進と安全教育の推進と安全教育の推進 先ず職員室，校長室， いては年度当初に

①地域貢献活動等の活 ①・心豊かで美しい街づくりをめざ ①・地域の美化活動やイベントの運営協力を行 〈評定〉 事務室，保健室等の 担 当 者 会 議 を 開

性化や，ホームぺー すボランティア活動を実施する。 うことにより，地域に貢献できる生徒の育 教職員が本番を想定 き，生徒会の意見

ジ等を活用した広報 ・「ホームページが充実しており， 成を推進できた。 し，消防署等ともい も聞くなどして，

活動の充実を図り， 学校の活動状況を理解するのに ・ホームページが充実しており，学校の活動 ＢＢＢＢ かにリアルにやって より生徒の求める

家庭や地域の連携を 役立っている」と思う割合は， 状況を理解するのに役立っていると思う割 いるかが大切です。 情報を載せる工夫

深めるとともに，外 生徒・保護者とも 70 ％以上をめ 合は，生徒は 48.3 ％(前年比 5.8 ポイント 子供も地域もその真 が必要である。

部評価結果を生かす ざす。 減)，保護者は 72.4 ％(前年と同じ)であっ 剣な姿に教えられる

取組の推進に努める。 た。 〈所見〉 と思います。 ○１１月の「とくし

ホームページにつ ま教育週間」の公

②地域と連携した安全・ ②・本校における防災上の課題を把 ②・今年度も防災訓練は合計４回実施。防災訓 いては，保護者の評 ○地域貢献活動，特に 開授業について

防災教育の積極的な推 握し，より実践的な防災教育を 練の内容を大幅に変更し，より実践的な訓 価は前年並みであっ 地域の美化活動でレ は，さらに多くの

進に努める。 推進する。 練が実施され，生徒たちも予想以上に自主 たものの，生徒の評 ッツクリーンに参加 参加者を得るため

・あらゆる災害を想定し，多様か 的に参加するなど，防災・減災意識の育成 価は大きくが減少し して周辺のポイ捨て の広報活動を充実

つ実践的な防災訓練を年間に複 を図ることができた。しかし避難指示がう ている。これは，生 を一掃した事や，防 させる必要があ

数回実施する。 まく伝達されないという昨年度からの課題 徒が知りたい記事が 災クラブが地元の防 る。

が克服されないなど，生徒のみならず，職 少ないことが原因だ 災訓練に参加して，

員も含めた全校あげての意識改革という点 と考えられる。改善 文化祭では炊き出し ○避難訓練では昨年

では物足りなさが残る。 していかなければな 訓練で豚汁を来校者 度と同じ課題を露

らない。 に提供したことが， 呈したため，次年

活動計画 活動計画の実施状況 活きた体験として評 度は改善点をより

昨年同様，各訓練 価できる。 明確にし，その克

①・吉野川市「レッツ・クリーン」 ①・５月に吉野川市環境企画課主催“レッツク においては真剣に取 服の呼びかけを強

に参加し環境美化を推進する。 リーン”環境美化に参加し，通学路等学校 り組むことができ， ○中高一貫教育をもっ 化して実施する防

・イベントに際しては積極的にボ 近辺の「ポイ捨てゴミ」を一掃した。 迅速な避難行動がと と宣伝すべきである。 災クラブの取組は

ランティアとして参加させる。 ・ホームページについては，中学・高校入試 れているが，やはり 今年度始めた取組

・ホームページへの掲載情報の拡 の案内，ＰＴＡ活動や同窓会活動の案内・ いまひとつ緊張感が をさらに充実させ

充に重点を置き，最新情報の掲 報告等にはよく活用できていたが，生徒の 足 り な い 印 象 で あ ○ＨＰによる積極的な ていくとともに，

載や項目の追加などの更新を適 校内外での活動を知ってもらう記事が少な る。しかし，防災ク 情報発信をお願いし 校内での活動と地

時効果的に行う。 かった。 ラブの活動としては たい。 域との連携の両面

・携帯メールによる緊急連絡網を ・携帯メールによる緊急連絡網の活用は，今 その幅を広げ，次年 でさらなる活動の

活用する。 年度２回活用した。 度に向けた新たな展 実施を模索し実践

望を期待する充実し する。

②・地域や行政と連携した防災訓練 ②・今年度も防災クラブの活動の継続かつ充実 た取組ができた。

を実施する。 を図った。特に地域との連携という点では

・教科指導を通じた防災教育を実 岡山北６地区自主防災訓練に参加するなど

践し，生徒の防災意識を高める。 活動の範囲を広げることができた。文化祭

では炊き出し訓練として豚汁を来校者に提

・防災ボランティア推進事業を活 供できた。また校内の防災避難訓練におい

かし，学校や地域に貢献できる ては防災クラブメンバーはリーダーとして

諸括道や校外での研修にも積極 率先してその役割を従事するとともに，全

的に参加する。 校生徒も自らの命を守る，他者を助けると

いう意識を高められた。


